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みは、文部科学省の 21 世紀 COE に採択されま




































































いますけれども、 2012 年の 4 月には名古屋駅の
すぐ近くの笹島地区に新しい校舎を開校する予定
で、現在建設をしております。新幹線からも非常
によく見える工事現場ではないかと思いますけれ
ども、そちらは名古屋市の再開発の一環としての
新しいキャンパスでございますので、当然名古屋
市としての再開発のコンセプトがあるわけで、そ
れは国際歓迎・交流ということで、ご、ざ、います。と
りわけ国際という点につきましては、今申し上げ
ましたような中国についての研究や教育の本学の
実績が評価をされて、名古屋市として愛知大学が
あの場所に進出することを許可されたというふう
に認識をしているところであります。笹島の新校
舎では現代中国学部、またもう l つ、これは英語
の点で、この間実績を上げております国際コミュニ
ケーション学部、そういった学部が中核的な役割l
を果たすことになろうかと思いますけれども、ま
さに名古屋市の国際化に向けての表玄関として本
学が大きな貢献をしていく、そういうことを目指
愛知大学東亜同文書院大学記念センター資料の名古屋展示会・講演会
しているところでございます。
だいぶ長く話をしてしまいましたけれども、冒
頭にもお断りしましたように、この機会に東亜同
文書院を中心とする愛知大学の前身、これは組織
として機関としての東亜同文書院大学に加えて、
多くの他の旧制の高校なり大学から愛知大学に移
籍あるいは進学をされたということも含めて申し
上げているわけでありますけれども、その精神あ
るいはその実績がいかに本学に受け継がれている
のかということを簡単にご紹介申し上げまして、
私の冒頭の挨拶にさせていただきたいと思いま
す。改めまして本日は多くの方々にお集まりいた
だきまして、誠にありがとうございました。また、
共催をいただいた愛知大学同窓会、さらには後援
をいただいた新聞社、報道機関等々に対しまして
も、重ねてお礼を申し上げます。
【司会】 佐藤先生ありがとうございました。
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